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笑いたいならどうぞ。。。

むかしむかしのおはなし。

大きな山に面した所に住んでいた、おじいちゃん。

『出かけるたびに山を迂回するのは、面倒じゃ！』

家族も近所の子供も巻き込んで山を切り崩し、道づくり開始！！

それを見た人は、「じいさん…死ぬまでやったってできないよ…」

『私が死んでも、子供がいて孫も。人は増えても山は増えん。

いつかは平らな道ができるさ。。。』

そんなおじいちゃんのおはなし。

３月２１日（火・祝） １５：００

春彼岸塔婆供養会

３月と９月に彼岸のお塔婆供養を行ないます。

ご先祖様は勿論のこと、

御恩のある方、お世話になった方の塔婆供養も、とても大切です。

塔婆1本3000円 お申込み受付中です。

春彼岸塔婆供養会

お金なら持ってます！
「ちょっと～。その船、乗せてよ！ お金ならありますけど！！」

「渡し賃は六文だ…。でもその金じゃぁ、むりだね。」

ある日の…有名な三途の川での、セレブ客のクレーム。

実は「六文」って現金じゃなく…「心の徳」の事なんですよ。

布施・持戒・忍辱・精進・禅定・智慧

これを六波羅蜜と言います。

分け与える。戒律を守る。耐え忍ぶ。努力。心の安定。惑わない知恵。

生きている内に、心の貯金をしなくちゃ乗れない船。

「円がダメなら、ドルもあるわよ！！」

そういう事では…。

尊星中の各人当年の尊星
をて、除病延命、無病息災、健康
と厄除け開運などをお祈り



特別期間のご紹介。

この期間に行う仏事。

つまり、彼岸の間に積む功徳は大変素晴らしい事なんです。

小さな善行であっても功徳の大きなものになる期間。

と言う事は…悪行を働けば、それも大きなものになるので、ご注意を。

最初にお話しした『六文銭』、これもお彼岸に関係するお話でした！

向妙山＝自分を知る、取り戻す場所。

智弘院＝妙法蓮華経の教えを弘める事。

～ 門は常に開いております。 ～

TEL: 0475-77-4681 http://chicouin.com/

〒299-3211 千葉県大網白里市細草 602-5

親孝行したい時には親は無し、墓に布団は着せられず。

どんな親でも親は、親。

後悔が少なくなるようにしたい。ですね。。。

記：護多

できる時に。

お寺はいつでも開いています！

お寺や神社で。

『良い人と出会えますように！』とか…『宝くじ当たりますよーに！！』

そして、みなさんする事は。。。

向妙山 智弘院

よく見る光景。
お寺や神社で、お願い事をしてお賽銭。

でもね、『これでなんとかー！』って、
お願いをきいてもらう為のお金じゃないんですよ。

ずーっと昔は、お米がお供えされていたんですね。
つまり…お米を収穫出来て、ありがとうございますという感謝！！

そして、
お金が世の中に流通し始め、江戸時代にお賽銭箱が設置されたとか。

お賽銭は、神様仏様への、感謝の気持ちと言う事。

お賽銭箱に書いてある言葉、思い浮かびます？

正解は…喜捨。

『ご縁があるように、５円にしたんだー！』
良く聞く話ですが、ちょっと残念なお話ですね。

自分の事は、少し我慢して、仏さまや人さまに施して役立たせていただく。
大事な事は、喜捨のこころ…ですね。



日付 行事 備考

１日（水） 信行会朔日祈願 14:00

３日（金） ひな祭りの厄除子安祈祷 申し込み受付中

４日（土）
寺子屋サタデースクール

和讃の会
8:00

15:00

５日（日）
朝粥会

月例施餓鬼供養
向妙会陀羅尼講

6:00
10:30 
13:00

６日（月） 智妙の会 13:00

１２日（日）
座禅法話会
写経の会

14:00
15:00 

１３日（月） 題目講 14:00

彼岸
１８日（土）～２４日（金）

ご法事、墓回向、彼岸経、
開眼、人形供養など
随時受付

１９日（日）
七面祭

春彼岸水子総供養会

14:00
15:00
塔婆1本3000円、申込受付中

２１日（火） 春彼岸塔婆供養会 15:00
塔婆1本3000円、申込受付中

２５日（土） 寺子屋サタデースクール 8:00

２８日（火） 鬼子母神祭 14:00

春休み子供修行3/27～4/5 開催

本堂耐震工事を実施したく、
皆様方のお志におすがりし、
ご喜捨の程、
宜しくお願い申し上げます。

工事費用目標額
1,500万円
令和５年
2月現在：5,090,000円

３月
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